


報道関係者各位
2018 年8月21日

介護施設で大学生寄席「笑門来福」開催

今後の社会の中核を担う学生 × 高齢者施設の入居者 × 地域の住民

超高齢社会に向け、“笑い”で地域交流と多世代連携強化

実施日：2018年9月2日（日） 午後2時30分～4時

場所：洛和ホームライフ北野白梅町（京都市北区大将軍川端町40）

定員：先着40 人

主催：洛和会ヘルスケアシステム ／ 立命館大学落語研究会

　　　　　　　　　　　　　　

【取材に関するお問い合わせ先】

　洛和会ヘルスケアシステム 

　企画広報 アールプランニング

　担当　：杉本・松岡

　ＴＥＬ：075（594）8488

　ＦＡＸ：075（501）4583
　e-mail：kouhou＠rakuwa.or.jp

【学生のメリット】

 ・高齢者とのふれ合い機会の創出

 ・今後の超高齢社会を考えるきっかけ作り

【高齢者のメリット】

 ・多世代との交流と笑いによる活力の向上

【地域のメリット】

 ・地域住民と高齢者との交流の機会創出

 ・超高齢社会における地域連携強化のモデルケースに

【実施概要】 

×
洛和会ヘルスケアシステム

（医療・介護機関）
立命館大学
落語研究会

「笑い」で新しい地域づくりに挑戦！

産学
連携

　国民の30％以上が65歳以上となる2025年にむけて、高齢者と地域の結びつきが一層重要とな

っています。この度、多世代が共生できる地域社会づくりの一環として、立命館大学落語研究

会の学生と介護施設 洛和ホームライフ北野白梅町（洛和会ヘルスケアシステム）、洛和会丸太町病

院（同）が連携し、医療・介護スタッフと大学生落語家による寄席「笑門来福」を開催いたしま

す。高齢者施設を起点とした、“笑い”による新しい地域交流を目指します。

【洛和会ヘルスケアシステム】

代表者　：理事長　矢野一郎

所在地　：京都市山科区音羽八ノ坪 51-4

設立　　：1950（昭和 25）年

ＵＲＬ　：http://www.rakuwa.or.jp/

主な事業：医療、介護、健康・保育、教育・研究

参加費：無料





（別紙）

2018 年 8月 21 日

スケジュール

14 時 00 分　 受付開始

14 時 30 分　 開会の挨拶

14 時 35 分 　洛和会丸太町病院 言語聴覚士による「笑いの準備体操」 

            ・口元、首、肩などの体操

　　　　　　・発声練習

15 時 00 分 　立命館大学落語研究会による落語（3 席） 　 

16 時 00 分 　介護相談（希望者のみ）

　　　　　　・介護スタッフによる相談、血管年齢測定体験 

参加者

・施設利用者、地域住民　　　  40 名 ※予定

・立命館大学落語研究会 学生　 3 名

・言語聴覚士　　　　　　　　　1 名（洛和会丸太町病院 勤務）

・社会福祉士　　　　　　　　　1 名（洛和会ヘルスケアシステム 介護事業部 勤務）

・介護福祉士 　　　　　　　　 2 名（同上）

・介護支援専門員 　　　　　　 2 名（同上）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

                                                                　ほか

特設ホームページ
http://www.rakuwa.or.jp/kaigo/yose/


